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　第31回市町村対抗福島県縦断駅伝競走大会は11月
17日に行われ、北塩原村チームはふくしま駅伝大会へ再
参加して以来最高順位の総合38位でフィニッシュし、敢
闘賞を受賞しました。

 ＜成績＞
 　総　合　　38位（53チーム中）

 　村の部　　  8位（10チーム中）

 　タイム　　5時間51分29秒

～今月の主な内容～
Ｐ2 きたしおばらトピックス
Ｐ4 村民の翼
Ｐ5 除雪
Ｐ6 ごみについて・民生委員委嘱状
Ｐ7 駅伝
Ｐ8 生涯学習だより
Ｐ10 健康通信
Ｐ11 裏磐梯診療所・地域おこし協力隊
Ｐ12 お知らせ・募集・戸籍の窓口
Ｐ14 磐梯山ジオパーク通信・自然コラム

北塩原村駅伝チーム
敢闘賞受賞！
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きたしおばらトピックス

さくら幼稚園児　働く人たちに感謝を伝える11月22日（金） 令和元年度沖縄県東村との交流事業「交流の翼」10月23日（水）～26日（土）
　勤労感謝の日を前に、さくら幼稚園児16名は11月22日、役場を
訪れ、「いつもありがとう」の感謝の言葉と園児の手形を使ったイ
ラストが描かれたメッセージボードを職員に送りました。
　園児たちは役場のほか、北塩原郵便局や会津よつば農協北塩原支
店なども訪問しました。
　訪問を通じて園児たちは、身近にある事業所がどんな仕事を行っ
ているのかを知るとともに、各事業所の職員へ日ごろの感謝の気持
ちを伝えました。
　園児の皆さん、ありがとうございました。

　10月23日から26日までの４日間、沖縄県東村の中学生20名が「交流の翼」
訪問団として北塩原村を訪れました。
　訪問中は、そば打ち体験、農業体験や民泊体験等を通して村の方々と交流を
深めました。晴れの日や雨の日といった様々な天候の中、沖縄では見ることの
できない紅葉や会津の歴史・文
化に触れて充実した時間を過ご
しました。
　ご協力いただきました皆様、
ありがとうございました。

きたしおばらトピックス

　平成31年3月に認証となった北塩原村ヘルスツーリズムプログラムの
モニターツアーを11月12日（火）と16日（土）に行いました。12日は、
村内の宿泊施設から10人、16日は会津若松市の株式会社アクセンチュ
ア他19人が参加しました。
　参加者は、裏磐梯サイトステーションに到着後、アンケート、血圧測
定、だ液アミラーゼによるストレスチェックの後、レンゲ沼・中瀬沼自
然探勝路をヘルスツーリズム専門ガイドの話を聞きながら歩きました。
途中の中瀬沼展望台では、雲の隙間から垣間見えた雪化粧の磐梯山を望
みながら、ゆっくりとした時間を過ごしました。
　終了後は、ハーブティーで冷えた身体を温めながら、プログラムを振り返りました。今回のモニターツアー
は、参加者にデータ収集を依頼しながら、認証プログラムのエビデンス構築を図るもので、今後、日本健康開
発財団の分析結果を基に、首都圏の企業研修をターゲットにしたプロモーション展開を進めていきます。

　村と交流のある東京都杉並区、福島県南相馬市、千葉県市川市で物産
展が行われ、各会場で村の魅力や特産品をＰＲしました。
【すぎなみフェスタ2019】
　11月2、3の両日、東京都杉並区の桃井はらっぱ公園で行われました。
　2日間で約10万8千人の来場者が訪れた秋の大型イベントで、村は、高
原大根をはじめとする農産物やワカサギの甘露煮などを販売しました。
新鮮な農産物の魅力を、生産者自ら発信できたことで、対話・交流が生
まれ、区民のみなさんも喜んでいました。
【南相馬市交流自治体フェア2019】
　11月2日（土）、南相馬市の道の駅南相馬で行われ、当村からはラビスパ裏磐梯が出店し、会津山塩焼きそ
ばの販売を行いました。
　台風19号で甚大な被害にあわれた中での開催ということもあり心配されましたが、例年以上に多くのお客様
にお越しいただき、大盛況の１日となりました。
【いちかわ市民まつり】
　11月3日（日）、千葉県市川市の大洲防災公園などを会場に行われました。
　この日は天候にも恵まれ大勢の市川市民が来場し、早稲沢産の高原大根は午前中に完売するほど好評でした。
また、佳き酔歌磐梯や桜峠のハニーワイン、山塩なども来場者の興味を引いていました。

初顔合わせ２０２０
　令和2年のスタートにあたり、下記により「初顔合わせ2020」を開催します。参加希望の方は、総務企
画課までお申し込みください。村民の皆さまの参加をお待ちしております。

■とき：令和２年１月６日（月）正午から ■ところ：北塩原村コミュニティセンターホール
■会費：1,000 円 ■申込期限：12 月 20 日（金）
■問合せ：総務企画課（企画室）☎23－3112

【マイクロバス運行表】 どうぞ、ご利用ください。（バス運行表 下記のとおり）

※冬季のため運行時刻が遅れる場合があります。ご了承願います。

乗り換え
（2号車と合流）

五十嵐道江様
宅前

内海佐吉様
宅前

長峯
交流センター

▲早稲沢での大根収穫体験▲おいしく頂いた、そば打ち体験 ▲お世話になりました

ヘルスツーリズムモニターツアー ～裏磐梯でこころとからだをリフレッシュ～11月12日（火）、16日（土）

“実り”の秋 “行楽”の秋～各交流自治体で村の魅力を発信～
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　台湾との交流を進めている大玉・玉
川・北塩原村は11月21日（木）～24
日（日）、交流の促進と福島空港の利
用を目的とした三村合同による「村民
の翼」事業を行い、村民が台湾を訪問
しました。
　福島空港から台湾の定期チャータ
ー便が運行していることから、台湾
と交流がある３村で同事業を実施。当
村からは34名、大玉村からは40名、玉
川村からは38名の合計112名が参加
しました。
　当村は、中学生台湾派遣交流事業
で中学生が訪問している南投県、台
北市を中心に観光。南投県草屯鎮(町)
の関係者との晩餐会も催され、参加
者が台湾の歴史や文化、そして台湾
人の人柄などに触れました。
　また、3日目には3村合同の晩餐会
を開催。普段交流の機会が少ない村
内の方や、大玉村、玉川村の方々と
も交流を深めることができました。
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▲仏教や道教、儒教など様々な宗教の神を祭る龍山寺を参拝

▲台中名産のお茶を淹れてもらいまし
た。日本とは違う淹れ方に参加者も
釘付け

▲三村合同の晩餐会は台湾式乾杯（カ
ンペイ）！三村の参加者が交流を深
めました

冬本番！

除雪作業にご理解とご協力を

北塩原・大玉・玉川  三村合同「村民の翼」
～魅力いっぱいの台湾満喫～

　「村民の翼」事業で台湾を訪問した小椋村長と村議会
議員は訪台２日目の22日、当村の中学生が学校交流
を行っている南投県草屯鎮の中学校や公所（役所）な
どを訪問し、今後の交流に向けて意見を交わしました。
　草屯中学校では、村長が同校の黄校長先生へ学校交
流に対する感謝の気持を伝えました。一方、黄校長先
生からは、来年２月に生徒を連れて北塩原村を訪問し
たいとの意向が伝えられました。
　また、同校が所在する草屯鎮の公所や交流のある魚
池郷公所、同校を所管する南投県政府教育処を表敬訪
問しました。
　このうち、草屯鎮公所では簡鎮長と懇談。学校交流
や自治体交流について前向きに進めていくことで一致
しました。
　表敬訪問などを通じて、台湾の行政や教育制度について理解を深めました。

村長や議員が交流自治体等を訪問

▲草屯鎮長を表敬訪問し、今後の交流について意見を
交わしました除雪・水道の問い合わせ
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用を目的とした三村合同による「村民
の翼」事業を行い、村民が台湾を訪問
しました。
　福島空港から台湾の定期チャータ
ー便が運行していることから、台湾
と交流がある３村で同事業を実施。当
村からは34名、大玉村からは40名、玉
川村からは38名の合計112名が参加
しました。
　当村は、中学生台湾派遣交流事業
で中学生が訪問している南投県、台
北市を中心に観光。南投県草屯鎮(町)
の関係者との晩餐会も催され、参加
者が台湾の歴史や文化、そして台湾
人の人柄などに触れました。
　また、3日目には3村合同の晩餐会
を開催。普段交流の機会が少ない村
内の方や、大玉村、玉川村の方々と
も交流を深めることができました。

◆
除
雪
作
業
車
へ

近
づ
か
な
い
で
く
だ
さ
い

　
作
業
中
の
除
雪
車
は
、
周
囲
が
見
え
づ

ら
い
た
め
、
近
づ
く
と
大
変
危
険
で
す
。

◆
路
上
駐
車
はしな

い
で
く
だ
さ
い

　
路
上
駐
車
し
て
い
る
車
輌
が
あ
る
と
、

除
雪
の
遅
れ
や
そ
の
先
の
除
雪
が
で
き
な

く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
出
入
口
の
除
雪
は
各
家
庭
で

　
「
除
雪
車
が
出
入
口
に
雪
を
置
い
て
い

く
の
で
困
る
」
と
い
う
苦
情
が
あ
り
ま
す

が
、
道
路
除
雪
作
業
は
皆
さ
ん
の
ご
協
力

の
も
と
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
ま
す
が
、
間
口
の
雪
処
理
に
ご

理
解
と
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

◆
除
雪
作
業
が
遅
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す

　
除
雪
作
業
は
で
き
る
だ
け
早
い
時
間
に

行
う
こ
と
に
努
め
て
い
ま
す
が
、
降
雪
時

間
や
積
雪
状
況
に
よ
っ
て
は
、
作
業
が
遅

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
順
次
、
作
業
を

行
い
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

◆
除
雪
中
の
事
故
防
止
に

努
め
ま
し
ょ
う

　
除
雪
作
業
に
対
す
る
慣
れ
や
過
信
、
油

断
は
重
大
な
事
故
を
招
く
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
次
の
点
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

①
除
雪
車
の
雪
詰
ま
り
や
給
油
な
ど
は
、

エ
ン
ジ
ン
を
切
っ
た
事
を
確
認
し
た
後

に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

②
屋
根
の
雪
下
ろ
し
の
際
は
、
気
温
の
上

昇
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
一

人
で
の
雪
下
ろ
し
は
や
め
、
家
族
や
近

所
の
人
に
知
ら
せ
て
か
ら
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

◆
水
道
も
冬
支
度
を

　
水
道
は
マ
イ
ナ
ス
４
度
以
下
に
な
る
と

凍
る
性
質
が
あ
り
、
冬
期
間
は
「
水
道
管

の
破
裂
」
や
「
水
が
出
な
い
」
な
ど
の
事

故
が
起
こ
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

　
水
道
管
の
保
温
器
具
の
使
用
や
不
凍
栓

を
閉
め
て
蛇
口
か
ら
水
抜
き
を
行
う
な
ど
、

凍
結
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
長
期
不
在
と
な
る
場
合
は
、
止

水
栓
の
閉
栓
を
す
る
こ
と
で
、
宅
内
で
の

水
道
管
凍
結
を
防
止
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
の
で
、
ご
希
望
の
方
は
、
建
設
課
ま
で

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
除
雪
の
要
請
は

区
長
を
通
じ
て
連
絡
を

　
個
人
か
ら
の
除
雪
の
要
請
に
応
じ
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ま
ず
は
各
行
政

区
長
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▲仏教や道教、儒教など様々な宗教の神を祭る龍山寺を参拝

▲台中名産のお茶を淹れてもらいまし
た。日本とは違う淹れ方に参加者も
釘付け

▲三村合同の晩餐会は台湾式乾杯（カ
ンペイ）！三村の参加者が交流を深
めました

冬本番！

除雪作業にご理解とご協力を

北塩原・大玉・玉川  三村合同「村民の翼」
～魅力いっぱいの台湾満喫～

　「村民の翼」事業で台湾を訪問した小椋村長と村議会
議員は訪台２日目の22日、当村の中学生が学校交流
を行っている南投県草屯鎮の中学校や公所（役所）な
どを訪問し、今後の交流に向けて意見を交わしました。
　草屯中学校では、村長が同校の黄校長先生へ学校交
流に対する感謝の気持を伝えました。一方、黄校長先
生からは、来年２月に生徒を連れて北塩原村を訪問し
たいとの意向が伝えられました。
　また、同校が所在する草屯鎮の公所や交流のある魚
池郷公所、同校を所管する南投県政府教育処を表敬訪
問しました。
　このうち、草屯鎮公所では簡鎮長と懇談。学校交流
や自治体交流について前向きに進めていくことで一致
しました。
　表敬訪問などを通じて、台湾の行政や教育制度について理解を深めました。

村長や議員が交流自治体等を訪問

▲草屯鎮長を表敬訪問し、今後の交流について意見を
交わしました除雪・水道の問い合わせ

建設課　２３・２３６１

雪
に
備
え
除
雪
出
動
式
開
催

　
本
格
的
な
除
雪
シ
ー
ズ
ン
を
前
に
、

除
雪
作
業
員
の
出
動
式
が
12
月
2
日
、

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
小
椋
村
長
よ
り
「
村
民
の
交
通
確
保

の
た
め
、
安
全
第
一
で
作
業
に
あ
た
っ

て
ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し

た
。

　
村
で
は
、
合
計
22
台
体
制
で
除
雪
業

務
に
あ
た
り
、
村
道
の
維
持
と
安
全
を

図
り
ま
す
。
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年末年始は、おいしい料理が食卓に多く並びます。食品ロスについて考えて見ましょう。

食品ロス削減は家庭から！

食品ロス削減のポイント

年末年始のごみ収集について

日本の食品ロス量は年間６００万トン超となり、そのうち約半分が家庭から発生しています。
年間１人当たりに換算すると、ご飯茶碗1杯分（約139ｇ）が毎日捨てられていることになります。
「もったいない」と思いませんか？　自分に合った方法で、食品ロス削減にご協力ください。

①お買い物
・買い物に行くときは家にある食材をチェック。
・家にある食材を優先的に使うことを考えて。
・使いきれる分だけ買う

②エコクッキング
・作りすぎない。
・在庫一掃の日をつくって食べきる。
・残った料理をリメイク。

もう一度考えてみよう　ごみについて

◇12月22日（日）から翌年1月11日（土）までのごみ収集は、上記のとおりです。※生涯学習カレンダー記載の収集日から変更ありません。
◇12月28日（土）から翌年1月5日（日）までの9日間は全てのごみ収集を行いません。
◇1月6日（月）以降は、通常どおり各種ゴミの収集を行います。

一人ひとりが、ルールを守り、きれいな住みよい村づくりへのご協力をお願いいたします。
問い合わせ　住民課　☎23-3113

年末年始
休業

（収集なし）

年末年始
休業

（収集なし）

年末年始
休業

（収集なし）

年末年始
休業

（収集なし）

年末年始
休業

（収集なし）

不燃ごみ
（北山・大塩）

可燃ごみ
プラスチック製
容器包装等
（全地区）

可燃ごみ
（全地区）

12月29日（日） 12月30日（月） 12月31日（火） 1月1日（水） 1月2日（木） 1月3日（金） 1月4日（土）

新聞・雑誌・紙パック
（全地区）

空き缶
空き瓶

（桧原・裏磐梯）
可燃ごみ
（全地区）

可燃ごみ
（全地区）

12月22日（日） 12月23日（月） 12月24日（火） 12月25日（水） 12月26日（木） 12月27日（金） 12月28日（土）

1月5日（日） 1月6日（月） 1月7日（火） 1月8日（水） 1月9日（木） 1月10日（金） 1月11日（土）

■
ふ
く
し
ま
駅
伝

　
第
31
回
市
町
村
対
抗
福
島
県
縦
断
駅

伝
競
走
大
会
は
11
月
17
日（
日
）、し
ら
か

わ
カ
タ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク（
白
河
市

総
合
運
動
公
園
）陸
上
競
技
場
を
ス
タ
ー

ト
し
、福
島
市
の
県
庁
前
に
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ

す
る
16
区
間
、94.8
㌔
で
繰
り
広
げ
ら
れ
ま

し
た
。

■
走
り
抜
け
た
16
区
間

　
大
会
当
日
は
、場
所
に
よ
っ
て
、強
風
に

見
舞
わ
れ
る
区
間
が
あ
る
な
ど
、選
手
に

と
っ
て
走
り
や
す
い
環
境
と
は
言
え
ま
せ

ん
で
し
た
。し
か
し
、一
般
や
高
校
生
の
選

手
を
中
心
に
力
走
し
、中
学
生
も
自
己
ベ

ス
ト
を
更
新
す
る
走
り
を
見
せ
た
結
果
、

昨
年
よ
り
順
位
を
６
つ
上
げ
て
の
総
合
38

位（
村
の
部
８
位
）で
ゴ
ー
ル
。タ
イ
ム
も

昨
年
よ
り
約
８
分
縮
め
、見
事
敢
闘
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。

■
そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
と
想
い

　
今
大
会
、村
駅
伝
チ
ー
ム
は
中
学
、高
校
、

一
般
を
含
め
、30
名
の
選
手
が
、７
月
か
ら

練
習
を
開
始
し
、本
大
会
へ
の
出
場
を
目

指
し
て
練
習
に
励
ん
で
き
ま
し
た
。

　
中
に
は
、き
ょ
う
だ
い
で
参
加
し
て
い
る

選
手
や
、か
つ
て
兄
や
姉
が
参
加
し
て
い

た
選
手
な
ど
が
お
り
、そ
れ
ぞ
れ
の
想
い

や
目
標
を
胸
に
、４
ヶ
月
に
わ
た
り
走
力

の
強
化
に
取
り
組
み
ま
し
た
。中
で
も
、１

区
鈴
木
麻
文
選
手（
武
蔵
野
大
学
）と
４

区
鈴
木
ひ
か
る
選
手（
一
中
）、３
区
佐
藤

雄
大
選
手（
裏
中
）と
補
欠
佐
藤
大
貴
選

手（
裏
中
）、５
区
内
海
瞳
己
選
手（
一
中
）

と
12
区
内
海
彰
悟
選
手（
会
津
学
鳳
高
）、

９
区
鈴
木
和
奏
選
手（
一
中
）と
10
区
鈴
木

大
和
選
手（
流
通
経
済
大
学
）、補
欠
高
橋

凜
選
手（
会
津
工
業
高
）と
補
欠
高
橋
禅

選
手（
一
中
）は
、き
ょ
う
だ
い
で
の
本
大
会

エ
ン
ト
リ
ー
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、惜
し
く
も
補
欠
と
な
っ
た
選
手

も
、走
行
前
の
選
手
の
支
え
と
な
る
べ
く
、

と
も
に
体
を
動
か
し
た
り
、走
り
終
え
た

選
手
に
飲
料
を
準
備
す
る
な
ど
懸
命
に
サ

ポ
ー
ト
し
、チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て
16
区
間

を
走
り
抜
き
ま
し
た
。

■
多
く
の
声
援
に
支
え
ら
れ

　
こ
の
駅
伝
事
業
は
大
会
ま
で
の
期
間
、

監
督
や
コ
ー
チ
、村
関
係
機
関
、選
手
の
保

護
者
、地
域
の
方
々
な
ど
多
く
の
方
々
に

支
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、大
会
当
日
も
、選
手
を
応
援
し
よ

う
と
30
名
近
い
村
民
が
朝
早
く
か
ら
村
を

出
発
し
、沿
道
に
駆
け
つ
け
ま
し
た
。

　
選
手
た
ち
は
、こ
れ
ま
で
受
け
た
支
援

や
熱
の
こ
も
っ
た
応
援
を
力
に
変
え
な
が

ら
襷
を
つ
な
ぎ
ま
し
た
。

■
さ
ら
な
る
高
み
へ

　
大
会
後
に
行
わ
れ
た
解
団
式
で
は
、選

手
た
ち
が
、ふ
く
し
ま
駅
伝
大
会
へ
参
加

し
た
感
想
を
発
表
し
ま
し
た
。中
に
は
、自

分
の
進
路
や
、次
年
度
大
会
へ
の
決
意
な

ど
を
語
っ
た
選
手
も
お
り
、さ
ら
な
る
高
み

に
向
か
っ
て
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
き
り
ま

し
た
。

仲
間
の
も
と
へ
繋
い
だ
襷

　チ
ー
ム
で
掴
ん
だ
敢
闘
賞

〜
第
31
回
市
町
村
対
抗
福
島
県
縦
断
駅
伝
競
走
大
会
〜

た
す
き

つ 

か

か 

ん 

　と 

う
　し
ょ
う

つ 

な

民生委員・児童委員が改選されました
12月1日から民生委員・児童委員が新たに委嘱されました

任期：令和元年12月１日～令和４年11月30日まで

●民生・児童委員担当地区一覧（敬称略）

　民生委員・児童委員の一斉改選に伴う委嘱状交付式が12月3日、
村コミニュティセンターホールで行われました。民生児童委員は、厚生
労働大臣ならびに県知事から委嘱され、下記の 16名が今後の 3年
間、地域福祉のために御尽力いただくことになりました。
　住民の皆様が安心して暮らせるための「見守り役」や「相談相手」と
なってくれます。
　また、主任児童委員は、子育て不安、妊婦の相談、子どもたちの見
守りなど児童に関する相談支援を行います。地域の助け合いの中で
活動していただけるのが民生委員・児童委員の皆さんです。
　なお、民生児童委員協議会の会長に鈴木時夫さん、
副会長に佐藤英記さんが選任されました。

　今回の改選で次の方々が退任されました。
　6 年以上で退任された 3 名の方には、厚生労働大
臣から感謝状が贈呈されました。長年にわたり、地域福
祉に御尽力いただきありがとうございました。（敬称略）

五十嵐　サト子　　　江川　澄子　　　二瓶　紀夫

氏　名
千葉　健一
内海　愛子
佐藤　英記
内田　政夫
鈴木　辰美
星　　重夫
鈴木　時夫
伊藤　清喜

 担当地区
下吉・谷地
北山一区・二区
北山三区・関屋・樟
松陽台
大久保
下川前・上川前
大塩（下）
大塩（上）

氏　名
阿部　好喜
小椋　政廣
染谷　洋三
野田　淳子
鈴木　邦雄
小椋　章雄
内海美和子
佐藤　節子

 担当地区
桧原・金山
早稲沢
曽原・狐鷹森
剣ケ峯
蛇平・秋元・小野川
長峯・細野
北山・大塩（主任児童委員）
桧原・裏磐梯（主任児童委員）

▲村長から委嘱状を受ける委員
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年末年始は、おいしい料理が食卓に多く並びます。食品ロスについて考えて見ましょう。

食品ロス削減は家庭から！

食品ロス削減のポイント

年末年始のごみ収集について

日本の食品ロス量は年間６００万トン超となり、そのうち約半分が家庭から発生しています。
年間１人当たりに換算すると、ご飯茶碗1杯分（約139ｇ）が毎日捨てられていることになります。
「もったいない」と思いませんか？　自分に合った方法で、食品ロス削減にご協力ください。

①お買い物
・買い物に行くときは家にある食材をチェック。
・家にある食材を優先的に使うことを考えて。
・使いきれる分だけ買う

②エコクッキング
・作りすぎない。
・在庫一掃の日をつくって食べきる。
・残った料理をリメイク。

もう一度考えてみよう　ごみについて

◇12月22日（日）から翌年1月11日（土）までのごみ収集は、上記のとおりです。※生涯学習カレンダー記載の収集日から変更ありません。
◇12月28日（土）から翌年1月5日（日）までの9日間は全てのごみ収集を行いません。
◇1月6日（月）以降は、通常どおり各種ゴミの収集を行います。

一人ひとりが、ルールを守り、きれいな住みよい村づくりへのご協力をお願いいたします。
問い合わせ　住民課　☎23-3113
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年末年始
休業

（収集なし）

年末年始
休業

（収集なし）

年末年始
休業

（収集なし）

年末年始
休業

（収集なし）

不燃ごみ
（北山・大塩）

可燃ごみ
プラスチック製
容器包装等
（全地区）

可燃ごみ
（全地区）

12月29日（日） 12月30日（月） 12月31日（火） 1月1日（水） 1月2日（木） 1月3日（金） 1月4日（土）

新聞・雑誌・紙パック
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空き缶
空き瓶

（桧原・裏磐梯）
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（全地区）
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1月5日（日） 1月6日（月） 1月7日（火） 1月8日（水） 1月9日（木） 1月10日（金） 1月11日（土）

■
ふ
く
し
ま
駅
伝

　
第
31
回
市
町
村
対
抗
福
島
県
縦
断
駅

伝
競
走
大
会
は
11
月
17
日（
日
）、し
ら
か

わ
カ
タ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク（
白
河
市

総
合
運
動
公
園
）陸
上
競
技
場
を
ス
タ
ー

ト
し
、福
島
市
の
県
庁
前
に
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ

す
る
16
区
間
、94.8
㌔
で
繰
り
広
げ
ら
れ
ま

し
た
。

■
走
り
抜
け
た
16
区
間

　
大
会
当
日
は
、場
所
に
よ
っ
て
、強
風
に

見
舞
わ
れ
る
区
間
が
あ
る
な
ど
、選
手
に

と
っ
て
走
り
や
す
い
環
境
と
は
言
え
ま
せ

ん
で
し
た
。し
か
し
、一
般
や
高
校
生
の
選

手
を
中
心
に
力
走
し
、中
学
生
も
自
己
ベ

ス
ト
を
更
新
す
る
走
り
を
見
せ
た
結
果
、

昨
年
よ
り
順
位
を
６
つ
上
げ
て
の
総
合
38

位（
村
の
部
８
位
）で
ゴ
ー
ル
。タ
イ
ム
も

昨
年
よ
り
約
８
分
縮
め
、見
事
敢
闘
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。

■
そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
と
想
い

　
今
大
会
、村
駅
伝
チ
ー
ム
は
中
学
、高
校
、

一
般
を
含
め
、30
名
の
選
手
が
、７
月
か
ら

練
習
を
開
始
し
、本
大
会
へ
の
出
場
を
目

指
し
て
練
習
に
励
ん
で
き
ま
し
た
。

　
中
に
は
、き
ょ
う
だ
い
で
参
加
し
て
い
る

選
手
や
、か
つ
て
兄
や
姉
が
参
加
し
て
い

た
選
手
な
ど
が
お
り
、そ
れ
ぞ
れ
の
想
い

や
目
標
を
胸
に
、４
ヶ
月
に
わ
た
り
走
力

の
強
化
に
取
り
組
み
ま
し
た
。中
で
も
、１

区
鈴
木
麻
文
選
手（
武
蔵
野
大
学
）と
４

区
鈴
木
ひ
か
る
選
手（
一
中
）、３
区
佐
藤

雄
大
選
手（
裏
中
）と
補
欠
佐
藤
大
貴
選

手（
裏
中
）、５
区
内
海
瞳
己
選
手（
一
中
）

と
12
区
内
海
彰
悟
選
手（
会
津
学
鳳
高
）、

９
区
鈴
木
和
奏
選
手（
一
中
）と
10
区
鈴
木

大
和
選
手（
流
通
経
済
大
学
）、補
欠
高
橋

凜
選
手（
会
津
工
業
高
）と
補
欠
高
橋
禅

選
手（
一
中
）は
、き
ょ
う
だ
い
で
の
本
大
会

エ
ン
ト
リ
ー
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、惜
し
く
も
補
欠
と
な
っ
た
選
手

も
、走
行
前
の
選
手
の
支
え
と
な
る
べ
く
、

と
も
に
体
を
動
か
し
た
り
、走
り
終
え
た

選
手
に
飲
料
を
準
備
す
る
な
ど
懸
命
に
サ

ポ
ー
ト
し
、チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て
16
区
間

を
走
り
抜
き
ま
し
た
。

■
多
く
の
声
援
に
支
え
ら
れ

　
こ
の
駅
伝
事
業
は
大
会
ま
で
の
期
間
、

監
督
や
コ
ー
チ
、村
関
係
機
関
、選
手
の
保

護
者
、地
域
の
方
々
な
ど
多
く
の
方
々
に

支
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、大
会
当
日
も
、選
手
を
応
援
し
よ

う
と
30
名
近
い
村
民
が
朝
早
く
か
ら
村
を

出
発
し
、沿
道
に
駆
け
つ
け
ま
し
た
。

　
選
手
た
ち
は
、こ
れ
ま
で
受
け
た
支
援

や
熱
の
こ
も
っ
た
応
援
を
力
に
変
え
な
が

ら
襷
を
つ
な
ぎ
ま
し
た
。

■
さ
ら
な
る
高
み
へ

　
大
会
後
に
行
わ
れ
た
解
団
式
で
は
、選

手
た
ち
が
、ふ
く
し
ま
駅
伝
大
会
へ
参
加

し
た
感
想
を
発
表
し
ま
し
た
。中
に
は
、自

分
の
進
路
や
、次
年
度
大
会
へ
の
決
意
な

ど
を
語
っ
た
選
手
も
お
り
、さ
ら
な
る
高
み

に
向
か
っ
て
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
き
り
ま

し
た
。

仲
間
の
も
と
へ
繋
い
だ
襷

　チ
ー
ム
で
掴
ん
だ
敢
闘
賞

〜
第
31
回
市
町
村
対
抗
福
島
県
縦
断
駅
伝
競
走
大
会
〜

た
す
き

つ 

か
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う
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ょ
う

つ 

な

民生委員・児童委員が改選されました
12月1日から民生委員・児童委員が新たに委嘱されました

任期：令和元年12月１日～令和４年11月30日まで

●民生・児童委員担当地区一覧（敬称略）

　民生委員・児童委員の一斉改選に伴う委嘱状交付式が12月3日、
村コミニュティセンターホールで行われました。民生児童委員は、厚生
労働大臣ならびに県知事から委嘱され、下記の 16名が今後の 3年
間、地域福祉のために御尽力いただくことになりました。
　住民の皆様が安心して暮らせるための「見守り役」や「相談相手」と
なってくれます。
　また、主任児童委員は、子育て不安、妊婦の相談、子どもたちの見
守りなど児童に関する相談支援を行います。地域の助け合いの中で
活動していただけるのが民生委員・児童委員の皆さんです。
　なお、民生児童委員協議会の会長に鈴木時夫さん、
副会長に佐藤英記さんが選任されました。

　今回の改選で次の方々が退任されました。
　6 年以上で退任された 3 名の方には、厚生労働大
臣から感謝状が贈呈されました。長年にわたり、地域福
祉に御尽力いただきありがとうございました。（敬称略）

五十嵐　サト子　　　江川　澄子　　　二瓶　紀夫

氏　名
千葉　健一
内海　愛子
佐藤　英記
内田　政夫
鈴木　辰美
星　　重夫
鈴木　時夫
伊藤　清喜

 担当地区
下吉・谷地
北山一区・二区
北山三区・関屋・樟
松陽台
大久保
下川前・上川前
大塩（下）
大塩（上）

氏　名
阿部　好喜
小椋　政廣
染谷　洋三
野田　淳子
鈴木　邦雄
小椋　章雄
内海美和子
佐藤　節子

 担当地区
桧原・金山
早稲沢
曽原・狐鷹森
剣ケ峯
蛇平・秋元・小野川
長峯・細野
北山・大塩（主任児童委員）
桧原・裏磐梯（主任児童委員）

▲村長から委嘱状を受ける委員
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今後予定している公民館事業・生涯学習イベントのお知らせ お気軽に村公民館までご連絡ください。

①子ども体験事業　ボルダリング教室
　○日時：12月25日（水）
　◯場所：もくもく自然塾
②少年少女スキー教室（1回目）
　○日時：１月18日（土）
　◯場所：裏磐梯スキー場

③幼児教育支援事業　芸術鑑賞教室
　○日時：１月29日 （水）
　○場所：さくら幼稚園

教育課 ☎23-5237
公民館 ☎23-5236生涯学習だより

　10月31日（木）裏磐梯小学校の〝学校へ行
こう週間〟に併せて家庭教育支援事業が開催
されました。
　講師には県内外で音楽活動をされている
レッド・ベコーズさんをお招きし、世界一に
輝いた高木満理子さんの口笛を聴きました。
その他にも、細川佳那枝さんのシンセサイ
ザーの演奏や、歌、ダンスなど盛りだくさん
の内容で行われまし
た。
　会場全体を巻き込
むような演出となっ
ており、子どもも大
人も音楽の世界を楽
しみました。

とっておきの
　　　　音楽会秋

ようこそ！西会津町のみなさん!!

　「会津・米沢街道（桧原峠越）」が文化庁歴史の道百選に選定
されたことをお祝いし、11月3日、『会津米沢街道を往来した人
々』と題して歴史講演会をおこないました。
　講師の高橋充先生（福島県立博物館専門学芸員）からは、街道
と人々のかかわりについて、上杉景勝など著名な人物だけでなく、
商人や信仰にからんだ一般の人々にまで広げた視点が大切という
お話がありました。
　新たな“会津・米沢街道”像を学ぶきっかけとなり、参加者も興
味深く聞き入って、紅葉進む周囲の景色に歴史への想いを馳せて
いました。

　やわらかなボールを打ち合う「ビ
ーチボールバレー」。今年度2回目の
西会津町・北塩原村ビーチボールバ
レー交流大会が、11月23日、村民体
育館で開催されました。
　北塩原村4チーム、西会津町4チー
ムによる熱戦が繰り広げられ、みご
と優勝に輝いたのはショーヨーBVD
（アイリス）。MVPの髙橋重幸さん
からは「この歳になってやっとMVP
がとれた！嬉しい!!チームのみんなあ
りがとう」と、チーム全員での勝利
に喜びの声がはじけました。
　楽しく、気持ちよく、身体を動か
したい方は、一緒に練習に参加しま
せんか。詳しくは公民館までお問い合わせください。

歴史の道百選選定記念講演会

▲楽しく元気に踊る園児等 ▲楽しく発表する児童等

▲来場者全員による合唱 ▲会場を盛り上げた
　PTAによるダンス発表

大会結果
・優勝……ショーヨーBVCアイリス（北塩原村）
・準優勝…リップスティックピンク（北塩原村）
・３位……群岡バレーボールクラブ（西会津町）
・ＭＶＰ…髙橋重幸（ショーヨーBVCアイリス）

家庭教育支援事業

　さくら小学校児童やさくら幼稚園児、そし
て、地域住民が一堂に会し第13回さくらふれ
あい文化祭は11月2日（土）に開催され、演
劇や歌などの芸能、絵画や書道などの芸術が
それぞれ発表されました。
　午前は、小学生や幼稚園の子どもたちが中
心となった劇や遊戯が発表され、日頃から一
生懸命練習した成果を精一杯発揮し、来場者
からは温かい拍手が送られました。また、会
場内には、子どもたちや地域の方々がこの日
のために製作した数多くの芸術作品が展示さ
れ、来場者の目を楽しませました。
　午後になると保護者らによる楽しい歌や踊
りのほか、地域の方々が日頃から取り組んで
いる芸能がそれぞれ発表されるなど、会場は
終始、笑顔に包まれました。

笑顔であふれる！
～第13回さくらふれあい文化祭～～第13回さくらふれあい文化祭～

　11月8日（金）に自然環境活用センターに
おいて、裏磐梯文化祭が行われました。
　幼稚園児による元気いっぱいの踊りや、小
学生の工夫を凝らした劇、中学生による合唱
や踊りの披露、一般団体の皆さんによる練習
の成果を披露した様々な発表がありました。
　また、展示の部においても、子ども達の作
品や地域の方々が作った作品が飾られ、来場
した方々が興味深そうに眺めている姿が見
られました。
　昼食時間には地域の方々が作った豚汁な
どの販売を行い、食事を通して住民同士の交
流を深めました。
　文化祭の最後には長寿会による「会津磐梯
山」を参加者みんなで踊り、文化祭をしめく
くりました。

～第23回 裏磐梯文化祭～

▲園児による元気いっぱいな
　火の山太鼓

▲「来年は歴史ウオークに参加したいです」
　（高橋充先生）

▲みごと優勝 ！

▲たのしく汗をかきました ！

▲熱戦 ！ 村体育館

▲日頃の練習の成果を
　発揮できた児童達

▲中学生による
　熱気にあふれたよさこい

▲会場を笑いに包んだ
　小学校ＰＴＡによる「笑点　大喜利」
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糖尿病・高血圧予防のための「食事勉強会」

きたしおばら

魅 力発信！
から Monthly Reporter

山本　賢司
やまもと　けんじ

健康通信保健センター ☎28-3733
申込・問い合わせ

例年秋から冬にかけて流行する感染症には「インフルエンザ」や「ノロウイルスによる感染性胃腸炎」があり
ます。今回はノロウイルスの予防するポイントを知り、この冬を元気に乗り切りましょう。

冬の感染症にご注意を！  ～ノロウイルスについて～

※南東北裏磐梯診療所では、インフルエンザの検査ができます。
　医師の診察の後、抗インフルエンザウイルス薬の処方も可能です。

裏磐梯診療所からのお知らせ
○問い合わせ

南東北裏磐梯診療所 ☎32-2009

風邪とインフルエンザ対策

●年末年始のお休みは１２月３１日～１月３日になります。

【ノロウイルスによる感染について】
＜感染経路＞
　接触感染・飛沫感染（おう吐物からの湯気を吸引）
＜潜伏期間＞
　感染してから発症まで２４時間～４８時間
＜主な症状＞
　吐き気、おう吐、下痢、腹痛、微熱が１～2日続く

【予防及び感染防止】
　他の感染症と同様に予防には手洗いが重要です。ま
た、ノロウイルスの消毒は、次亜塩素酸ナトリウム(家庭
用の塩素系漂白剤でも代用可能)が有効です。適切な
濃度で、ふん便・嘔吐物の処理を行いましょう。漂白剤
を使用するときには、手袋やマスクを着用し、換気を行
うことが大切です。

製品の濃度 液の量

食品、カーテンなどの
消毒やふき取り

200ppmの濃度の塩素消毒液

おう吐物などの　廃棄
（袋の中で廃棄物を侵す）

1000ppmの濃度の塩素消毒液

液の量水の量 水の量

12%

6%

1%

5㎖

10㎖

60㎖

3ℓ

3ℓ

3ℓ

25㎖

50㎖

300㎖

3ℓ

3ℓ

3ℓ

風邪 インフエンザ

インフルエンザウイルス

１～３日

突然の高熱、関節痛、頭痛、筋肉痛などに始まり
咳、鼻水、のどの痛みなどは後から出現することが多い

４８時間以内に抗ウイルス薬の内服が効果的

気管支炎、肺炎、脳症、喘息発作、中耳炎など

風邪ウイルス原因

潜伏期間

症状

治療

合併症

予防

１～６日

鼻水、くしゃみ、咳、
微熱などが中心

症状により薬を服用

少ない

手洗い　うがい　マスクの着用

　１１月１９日（火）～各４地区の会場にてお昼ご飯を食べ
て学べる「食事勉強会」を開催しました。
今回のテーマ
「誰でも作れる健康食 ～簡単・手軽・意識しなくても減塩！」
ポイント
●ご飯の量（少なすぎてもよくない）
●だしの旨味で減塩できる
●野菜から先に食べる
など、管理栄養士が講話を行いました。
参加者からの感想
●550ｋｃａｌでも調理の仕方で量が多いことに驚いた。
●塩分2ｇの食事でも充分だった。
●簡単だから家でもやってみる。
などの感想や自分で工夫していることなど、貴重な意見が
飛び交っていました。

　糖尿病や高血圧予防のためには塩分やカロリーを摂り
過ぎないことが大切です。「主食・主菜・副菜+汁物」でバラ
ンスの良い食事（健康食）を心がけましょう。
　少しの工夫で手軽に減塩や食べ過ぎを予防することが
できますので、“適量”と“適塩”を家庭でも実践してみましょ
う。食生活や健康に関することなど、不安なことは保健セン
ターへいつでもお気軽にご相談ください。

○漂白剤の濃度と作り方

※製品ごとに濃度がことなるので表示をしっかり確認しましょう。
※次亜塩素酸ナトリウムは使用期限内のものを使用してください。
※おう吐物などの酸性のものに直接原液をかけると、有毒ガスが発生することがありますので、
　必ず「使用上の注意」をよく確認してから使用してください。

手洗い・うがいと、十分な栄養・休息・運動は感染症の予防の基本です。
一人ひとりが「予防」をして、もし感染した時は「うつさない」ように対策をしましょう。

＜参考：厚生労働省ホームページ＞

　2017年から、モニターツアー等で本村を訪れた農大生が村のPRを目的に『北塩原村おこし協力隊』を設立し、農大の収穫祭で
山塩ラーメンや村特産品を販売しています。今年も卒業生から思いを引き継いだ農大生39名が村をＰＲしてくれました。
　11月2日(土)から3日(日)にかけて行われた東京農業大学収穫祭で山塩ラーメンを2日間で約750杯販売しました。併せて本村と
農大との係わりについて農大生がまとめたパンフレットも配布しました。2日間とも開始してから3時間ほどで山塩ラーメンを完売、
農大生達は「来年以降も継続できるように頑張りたい」と話していました。また、お客さんから「山塩を農大の収穫祭で買うことが出
来るとは思わなかった」「このラーメンはお店で出せるレベル」との声も聞こえ、リピーターもいるようで「美味しかったからまた食べ
に来た」「来年もやってほしい」との声も聞こえました。

　11月17日～18日にかけて農大生が16名(うち卒業生4名)来村しました。
　17日は川前地区の営農改善組合で行われた川前カボチャの磨き・選別作業に参加しました。
　組合の方からは「若い人たちが来てくれてとても助かった。また来て欲しい」との声が聞こえました。農大生らは「作業は大変だが、地
元の方と交流できて楽しかった。また来ます！」と話していました。
　その後桜峠のアジサイの剪定を行いました。切り取った花はドライフラワーに加工中です。
　18日には適正な管理と未活用の資源の活用を目的として、柿の木の剪定と収穫した柿で柿酢作りを行いました。柿酢が出来るま
で1,2ヶ月ほど掛かるようですが、今から出来るのが楽しみです！

▲山塩ラーメンを作る農大生たち ▲北塩原村ブースに並ぶ行列

▲川前カボチャ磨き ▲川前カボチャ選別

▲柿酢作り ▲柿の木の剪定

■農大生による村のPR活動■

～農大生による地域活動の支援及び資源の活用～
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５
時

　（
土
日
祝
日
を
除
く
）

●
問
い
合
わ
せ

　
福
島
県
労
働
委
員
会
事
務
局

　
☎
０
２
４（
5
2
1
）７
５
９
４

　
平
成
31
年
4
月
24
日
に
成
立
し
た

「
旧
優
生
保
護
法
一
時
金
支
給
法
」に

基
づ
き
、国
で
は
優
生
手
術
等
を
受

け
た
方
に
一
時
金
を
支
給
し
て
い
ま

す
。県
で
は
一
時
金
の
請
求
受
付
の
ほ

か
、請
求
手
続
に
関
す
る
質
問・相
談

に
保
健
師
や
相
談
員
が
対
応
い
た
し

ま
す
の
で
、御
連
絡
下
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

　
旧
優
生
保
護
法
に
関
す
る
相
談
窓
口

　
☎
0
2
4（
5
2
1
）8
2
9
4

　
財
務
省
福
島
県
財
務
事
務
所
で

は
、地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
や
各

種
団
体
の
会
合
な
ど
に
お
伺
い
し
、

「
お
こ
づ
か
い
帳
を
つ
け
よ
う（
小
学

生
向
け
）」「
日
本
の
財
政
を
考
え
よ

う（
一
般
向
け
）」「
金
融
犯
罪（
な
り

す
ま
し
詐
欺
等
）被
害
防
止
」な
ど

様
々
な
テ
ー
マ
で
出
前
講
座
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。

　
費
用
は
一
切
か
か
り
ま
せ
ん
の
で
、

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

●
問
い
合
わ
せ

　
財
務
省
福
島
財
務
事
務
所

　
総
務
課

　
☎
０
２
４（
5
3
5
）０
３
０
１

　
福
島
職
業
能
力
開
発
促
進
セ
ン

タ
ー
会
津
訓
練
セ
ン
タ
ー（
ポ
リ
テ

ク
セ
ン
タ
ー
会
津
）で
は
、令
和
２
年

２
月
か
ら
開
講
す
る
職
業
訓
練
の
訓

練
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

●
募
集
コ
ー
ス

　
Ｃ
Ａ
Ｄ・Ｎ
Ｃ
コ
ー
ス（
ビ
ジ
ネ
ス
ス

キ
ル
講
習
付
）、電
気
設
備
技
術
コ
ー

ス（
ビ
ジ
ネ
ス
ス
キ
ル
講
習
付
）

●
募
集
期
間

　
令
和
元
年
１
２
月
１
９
日（
木
）〜

　
令
和
２
年
１
月
１
７
日（
金
）

●
募
集
定
員
　
６
名

●
訓
練
期
間

　
令
和
２
年
２
月
４
日
〜
令
和
２
年

　
８
月
２
８
日
ま
で（
７
ヶ
月
間
）

●
対
象
者

　
公
共
職
業
安
定
所
に
求
職
登
録
さ

れ
て
い
る
方
で
、職
業
訓
練
の
受
講

が
望
ま
し
い
と
判
断
さ
れ
た
方

●
受
講
料
　
無
料

●
選
考
日

　
令
和
２
年
１
月
２１
日（
火
）午
前
９
時
〜

●
問
い
合
わ
せ

　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
会
津

　
訓
練
課

　
☎
0
2
4
2（
2
6
）0
5
2
0

　
福
島
県
最
低
賃
金
が
令
和
元
年
１０

月
１
日
か
ら
変
わ
り
ま
し
た
。

　
時
間
額
　
７
９
８
円

　
詳
し
く
は
、福
島
労
働
局
労
働
基

準
部
賃
金
室（
☎
0
2
4（
5
3
6
）

4
6
0
4
）又
は
各
労
働
基
準
監
督

署
へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

国
民
年
金
基
金
制
度
の
ご
案
内

「
労
働
困
り
ご
と
相
談
窓
口
」の
お
知
ら
せ

「
旧
優
生
保
護
法
一
時
金
支
給
法
」

に
よ
る
一
時
金
の
支
給
に
つ
い
て

福
島
県
最
低
賃
金
が
変
わ
り
ま
し
た

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
会
津

　訓
練
生
募
集

相
続
登
記
Q
＆
A（
第
１
回
）

「
出
前
講
座
」の
ご
案
内

今
月
は
、次
の
会
場
で
相
談
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

月
　
日
　
１２
月
25
日（
水
）

時
　
間
　
午
前
９
時
30
分
〜
午
前
11
時
30
分

場
　
所
　
　
自
然
環
境
活
用
セ
ン
タ
ー（
剣
ヶ
峯
）　
☎（
３２
）２
９
２
７

行
政
相
談
委
員
　
髙
橋
　
光
秋

　
行
政
相
談
で
は
、国
・
県
・
市
町
村
・
特
殊
法
人
な
ど
の
仕
事
に
対
す
る
苦
情
や
意
見
、要
望
を
受
け
付
け
、解

決
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

今
月
の
行
政
相
談

令和元年１2月１日現在の人口　　※（　）は前月比
●人　口　　男…… 1,379人
　　　　　　女…… 1，335人
　　　　　　計……2，714人（前月比+ 4）
●世帯数……………１,０90戸（前月比+ 3）
●転　入…    15人　●転　出…      7人
●出　生…      1人　●死　亡…      5人

お悔やみ申し上げます
蟹　巻　正　衛〈83歳〉（尚武・父）大塩上区
髙　橋　リ　ン〈91歳〉（昭次・母）桧原
江　川　新　次〈96歳〉（アヤ子・父）下吉
　　地　　聰　〈79歳〉（広幸・父）蛇平
鈴　木　　登　〈87歳〉（久志・父）大塩下区

遠　藤　優　介（剣ケ峯）
五十嵐　祐　美（猪苗代町）

桧
原

　穴
澤

　泰
子

裏
山
の

　樹
木
の
間
よ
り

　き
ら
き
ら
と

　朝
一
番
の

　光
に
感
謝

桧
原

　佐
々
木

　キ
ミ
子

老
二
人

　長
い
も
掘
り
は

　腰
痛
み

　ゆ
っ
く
り
掘
り
て

　折
れ
ず
喜
こ
ぶ

桧
原

　佐
藤

　文
世

萱
の
中

　絡
み
合
っ
て
る

　梅
も
ど
き

　黄
か
ら
赤
へ
と

　寒
さ
ま
し
行
く

北
山

　武
藤

　敏
子

と
ん
び
鳴
き

　青
空
澄
み
て

　大
い
な
る

　自
然
の
恵
み
の

　収
穫
祭北

山

　佐
藤

　裕
子

秋
雨
の

　隙
間
に
少
し

　日
が
射
し
て

　紅
葉
の
山

　包
み
て
虹
が大

塩

　鈴
木

　み
ち
子

節
は
ず
れ

　初
冬
の
風
に

　紋
白
蝶

　漂
い
な
が
ら

　行
く
あ
て
知
ら
ず

大
塩

　五
十
嵐

　良
子

待
ち
か
ね
た

　ひ
孫
の
誕
生

　喜
び
に

　吾
年
思
い

　笑
い
浮
べ
る大

塩

　鈴
木

　タ
ケ
子

上
が
り
来
る

　霧
を
眼
下
に

　ひ
と
時
を

　天
空
の
城
の

　住
人
と
成
り

大
塩

　高
橋

　み
す
江

年
重
ね

　終
活
ノ
ー
ト

　目
の
前
に

　あ
ち
こ
ち
不
安

　で
も
も
う
ひ
と
あ
が
き

大
塩

　赤
城

　セ
イ
子

狭
庭
の

　雪
つ
り
覚
え

　励
む
夫

　思
い
出
お
ぼ
ろ

　修
行
時
代

大
塩

　高
橋

　郁
子

八
十
路
坂
と

　登
り
坂
と
が

　交
差
し
て

　回
覧
渡
す
も

　運
動
と
思
う

下
川
前

　赤
城

　弘
美

水
澄
み
て

　花
々
揺
れ
る

　季
節
に
て

　乙
女
の
ご
と
く

　物
を
想
え
り

秋
日
和

　窓
全
開
に

　床
を
拭
く 

 

中
川

　幸
恵

飯
豊
嶺
や

　稲
穂
の
色
の

　暮
れ
残
る 

 

鈴
木

　隆
一
郎

秋
草
の

　名
は
知
ら
ぬ
ど
も

　美
し
き 

 

佐
藤

　信
子

帰
り
来
る

　父
の
背
中
の

　通
草
の
実 

 

武
藤

　敏
子

１２月  ８日（日） （医）爽陽会 鳴瀬病院 ……☎24-3333
１２月１５日（日） （医）手代木医院 …………☎22-0034
１２月２２日（日） （医）福田耳鼻咽喉科醫院 …☎24-4187
  １月  ５日（日） （医）藤井医院 ……………☎23-0023
  １月１２日（日） （医）内科消化器科みつはし医院 …☎21-1311
  １月１３日（月） （医）山田産婦人科医院 …☎22-3032

１２月２２日（日） 有隣病院 …………………………………☎24-5021
１２月２９日（日） 佐原病院 …………………………………☎22-5321
１２月３１日（火） 会津医療センター …………………☎0242-75-2100
  １月  １日（水） 有隣病院 …………………………………☎24-5021
  １月  ２日（木） 佐原病院 …………………………………☎22-5321
  １月  ３日（金） 有隣病院 …………………………………☎24-5021
  １月  ５日（日） 佐原病院 …………………………………☎22-5321
  １月１２日（日） 会津医療センター …………………☎0242-75-2100
  １月１３日（月） 有隣病院 …………………………………☎24-5021

村
県
民
税
 
（
４
期
分
）

国
民
健
康
保
険
税

 

（
5
期
分
）

介
護
保
険
料
 （
5
期
分
）

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

 

（
5
月
分
）

住
宅
使
用
料
 （
12
月
分
）

上
下
水
道
料
 （
11
月
分
）

下
水
道
受
益
者
分
担
金

 

（
3
期
分
）

　
相
続
登
記
に
関
す
る
素
朴
な

疑
問
に
答
え
ま
す
。（
全
５
回
）

Q
　
相
続
登
記
を
し
な
い
で

放
っ
て
お
く
と
、ど
の
よ
う
な
デ

メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
か
？

A
　
相
続
人
の
中
に
所
在
不
明

の
方
な
ど
が
い
る
場
合
、す
ぐ
に

登
記
を
含
め
た
相
続
の
手
続
を

す
る
こ
と
が
で
き
ず
、相
続
分
を

確
定
す
る
こ
と
が
困
難
と
な
り

ま
す
。さ
ら
に
、相
続
が
２
回
以

上
重
な
る
と
、誰
が
相
続
人
と

な
る
の
か
、そ
の
調
査
だ
け
で
相

当
の
時
間
が
掛
か
り
、相
続
登

記
の
手
続
費
用
や
手
数
料
も
高

額
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。相
続

の
手
続
に
時
間
が
掛
か
る
と
、

相
続
し
た
不
動
産
を
売
り
た
い

と
思
っ
た
と
き
に
、す
ぐ
に
売
る

こ
と
が
で
き
な
く
な
る
な
ど
、思

わ
ぬ
不
利
益
を
受
け
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、相
続
登
記
が
放
置
さ

れ
て
い
る
た
め
、所
有
者
の
把
握

が
困
難
と
な
り
、ま
ち
づ
く
り
の

た
め
の
公
共
事
業
が
進
ま
な
い

な
ど
の
い
わ
ゆ
る
所
有
者
不
明

土
地
問
題
が
顕
在
化
し
て
お

り
、ま
た
、相
続
登
記
の
未
了

は
、適
切
な
管
理
が
さ
れ
て
い
な

い
空
き
家
が
増
加
し
て
い
る
大

き
な
要
因
の
一つ
で
あ
る
と
の
指

摘
も
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
相
続
登
記
の
問
い
合
わ
せ

　
福
島
県
司
法
書
士
会

　
☎
0
2
4（
5
3
4
）7
5
0
2

　
福
島
地
方
法
務
局

　
☎
0
2
4（
5
3
4
）2
0
4
5

村長室へようこそ！

●問い合わせ  企画室　☎23─3112

　村長とお話しませんか。下記の
日程で村長室を開放しますので、
お気軽にお越しください。

12月16日（月）９：00～12：00

お誕生おめでとう！

ご結婚おめでとう！
伊　藤　美　羽（女 ・ 智彦）松陽台

み　　う
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村の情報案内板
　
自
営
業
の
方
や
そ
の
家
族
、学
生

な
ど
の
国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険

者
の
皆
さ
ま
へ
お
知
ら
せ
で
す
。

☆
国
民
年
金
基
金
は
、自
営
業
の
方

や
そ
の
家
族
、学
生
な
ど
の
国
民
年

金
の
第
１
号
被
保
険
者
の
方
々
が
ゆ

と
り
あ
る
老
後
を
過
ご
せ
る
よ
う
、

国
民
年
金
に
上
乗
せ
す
る
公
的
な
年

金
制
度
で
す
。

☆
加
入
で
き
る
方
は
、国
民
年
金
に

加
入
し
て
い
る
２０
歳
以
上
６０
歳
未
満

の
方
お
よ
び
６０
歳
以
上
６５
歳
未
満
の

国
民
年
金
に
任
意
加
入
し
て
い
る
方

で
す
。

☆
６５
歳
か
ら
生
涯
受
け
取
る
こ
と
が

で
き
る
終
身
年
金
が
基
本
で
す
の

で
、長
い
老
後
の
生
活
に
備
え
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

☆
掛
金
は
全
額
が
課
税
所
得
か
ら
控

除
で
き
る
の
で
、所
得
税
と
住
民
税

が
軽
減
さ
れ
ま
す
。受
け
取
る
年
金

も
公
的
年
金
等
控
除
の
対
象
に
な
り

ま
す
の
で
、税
制
面
で
優
遇
さ
れ
ま

す
。

☆
万
が
一
早
期
に
亡
く
な
っ
た
と
き
、

家
族
に
遺
族
一
時
金
が
支
払
わ
れ
ま

す
の
で
、掛
け
捨
て
に
な
り
ま
せ
ん
。

（
一
部
の
年
金
タ
イ
プ
を
除
く
）遺
族
一

時
金
は
全
額
非
課
税
で
す
。※

２
０

１
９
年
現
在

☆
加
入
し
た
時
に
確
定
し
た
掛
金
額

と
年
金
額
は
変
わ
り
ま
せ
ん（
ご
加

入
時
の
内
容
で
お
支
払
い
し
た
場

合
）。

お
知
ら
せ

戸　籍　の　窓　口今
月
の
納
税
な
ど

休日当番医

第二次救急当番医

村
税
等
の
納
入
は
、簡
単
・

便
利
で
確
実
な
口
座
振
替

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
！！

☆
ご
加
入
い
た
だ
い
た
後
も
掛
金
の

額
を
口
数
単
位
で
増
減
で
き
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

　
全
国
国
民
年
金
基
金
福
島
支
部

　
☎
０
１
２
０（
6
5
）４
１
９
２

　
賃
金
払
い
、解
雇
、退
職
な
ど
の
労

使
間
の
ト
ラ
ブ
ル
に
関
す
る
困
り
ご

と
や
疑
問
に
つ
い
て
の
相
談
を
お
受

け
し
ま
す
。相
談
は
無
料
で
秘
密
は

厳
守
し
ま
す
。

　
相
談
は
、平
日
の
面
談
や
電
話
で

の
相
談
の
ほ
か
、フ
ァ
ッ
ク
ス
や
電
子

メ
ー
ル
で
随
時
受
け
付
け
て
い
ま

す
。お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
相
談
の
受
付
時
間

　
午
前
８
時
３０
分
〜
正
午
、

　
午
後
１
時
〜
午
後
５
時

　（
土
日
祝
日
を
除
く
）

●
問
い
合
わ
せ

　
福
島
県
労
働
委
員
会
事
務
局

　
☎
０
２
４（
5
2
1
）７
５
９
４

　
平
成
31
年
4
月
24
日
に
成
立
し
た

「
旧
優
生
保
護
法
一
時
金
支
給
法
」に

基
づ
き
、国
で
は
優
生
手
術
等
を
受

け
た
方
に
一
時
金
を
支
給
し
て
い
ま

す
。県
で
は
一
時
金
の
請
求
受
付
の
ほ

か
、請
求
手
続
に
関
す
る
質
問・相
談

に
保
健
師
や
相
談
員
が
対
応
い
た
し

ま
す
の
で
、御
連
絡
下
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

　
旧
優
生
保
護
法
に
関
す
る
相
談
窓
口

　
☎
0
2
4（
5
2
1
）8
2
9
4

　
財
務
省
福
島
県
財
務
事
務
所
で

は
、地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
や
各

種
団
体
の
会
合
な
ど
に
お
伺
い
し
、

「
お
こ
づ
か
い
帳
を
つ
け
よ
う（
小
学

生
向
け
）」「
日
本
の
財
政
を
考
え
よ

う（
一
般
向
け
）」「
金
融
犯
罪（
な
り

す
ま
し
詐
欺
等
）被
害
防
止
」な
ど

様
々
な
テ
ー
マ
で
出
前
講
座
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。

　
費
用
は
一
切
か
か
り
ま
せ
ん
の
で
、

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

●
問
い
合
わ
せ

　
財
務
省
福
島
財
務
事
務
所

　
総
務
課

　
☎
０
２
４（
5
3
5
）０
３
０
１

　
福
島
職
業
能
力
開
発
促
進
セ
ン

タ
ー
会
津
訓
練
セ
ン
タ
ー（
ポ
リ
テ

ク
セ
ン
タ
ー
会
津
）で
は
、令
和
２
年

２
月
か
ら
開
講
す
る
職
業
訓
練
の
訓

練
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

●
募
集
コ
ー
ス

　
Ｃ
Ａ
Ｄ・Ｎ
Ｃ
コ
ー
ス（
ビ
ジ
ネ
ス
ス

キ
ル
講
習
付
）、電
気
設
備
技
術
コ
ー

ス（
ビ
ジ
ネ
ス
ス
キ
ル
講
習
付
）

●
募
集
期
間

　
令
和
元
年
１
２
月
１
９
日（
木
）〜

　
令
和
２
年
１
月
１
７
日（
金
）

●
募
集
定
員
　
６
名

●
訓
練
期
間

　
令
和
２
年
２
月
４
日
〜
令
和
２
年

　
８
月
２
８
日
ま
で（
７
ヶ
月
間
）

●
対
象
者

　
公
共
職
業
安
定
所
に
求
職
登
録
さ

れ
て
い
る
方
で
、職
業
訓
練
の
受
講

が
望
ま
し
い
と
判
断
さ
れ
た
方

●
受
講
料
　
無
料

●
選
考
日

　
令
和
２
年
１
月
２１
日（
火
）午
前
９
時
〜

●
問
い
合
わ
せ

　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
会
津

　
訓
練
課

　
☎
0
2
4
2（
2
6
）0
5
2
0

　
福
島
県
最
低
賃
金
が
令
和
元
年
１０

月
１
日
か
ら
変
わ
り
ま
し
た
。

　
時
間
額
　
７
９
８
円

　
詳
し
く
は
、福
島
労
働
局
労
働
基

準
部
賃
金
室（
☎
0
2
4（
5
3
6
）

4
6
0
4
）又
は
各
労
働
基
準
監
督

署
へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

国
民
年
金
基
金
制
度
の
ご
案
内

「
労
働
困
り
ご
と
相
談
窓
口
」の
お
知
ら
せ

「
旧
優
生
保
護
法
一
時
金
支
給
法
」

に
よ
る
一
時
金
の
支
給
に
つ
い
て

福
島
県
最
低
賃
金
が
変
わ
り
ま
し
た

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
会
津

　訓
練
生
募
集

相
続
登
記
Q
＆
A（
第
１
回
）

「
出
前
講
座
」の
ご
案
内

今
月
は
、次
の
会
場
で
相
談
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

月
　
日
　
１２
月
25
日（
水
）

時
　
間
　
午
前
９
時
30
分
〜
午
前
11
時
30
分

場
　
所
　
　
自
然
環
境
活
用
セ
ン
タ
ー（
剣
ヶ
峯
）　
☎（
３２
）２
９
２
７

行
政
相
談
委
員
　
髙
橋
　
光
秋

　
行
政
相
談
で
は
、国
・
県
・
市
町
村
・
特
殊
法
人
な
ど
の
仕
事
に
対
す
る
苦
情
や
意
見
、要
望
を
受
け
付
け
、解

決
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

今
月
の
行
政
相
談

令和元年１2月１日現在の人口　　※（　）は前月比
●人　口　　男…… 1,379人
　　　　　　女…… 1，335人
　　　　　　計……2，714人（前月比+ 4）
●世帯数……………１,０90戸（前月比+ 3）
●転　入…    15人　●転　出…      7人
●出　生…      1人　●死　亡…      5人

お悔やみ申し上げます
蟹　巻　正　衛〈83歳〉（尚武・父）大塩上区
髙　橋　リ　ン〈91歳〉（昭次・母）桧原
江　川　新　次〈96歳〉（アヤ子・父）下吉
　　地　　聰　〈79歳〉（広幸・父）蛇平
鈴　木　　登　〈87歳〉（久志・父）大塩下区

遠　藤　優　介（剣ケ峯）
五十嵐　祐　美（猪苗代町）

桧
原

　穴
澤

　泰
子

裏
山
の

　樹
木
の
間
よ
り

　き
ら
き
ら
と

　朝
一
番
の

　光
に
感
謝

桧
原

　佐
々
木

　キ
ミ
子

老
二
人

　長
い
も
掘
り
は

　腰
痛
み

　ゆ
っ
く
り
掘
り
て

　折
れ
ず
喜
こ
ぶ

桧
原

　佐
藤

　文
世

萱
の
中

　絡
み
合
っ
て
る

　梅
も
ど
き

　黄
か
ら
赤
へ
と

　寒
さ
ま
し
行
く

北
山

　武
藤

　敏
子

と
ん
び
鳴
き

　青
空
澄
み
て

　大
い
な
る

　自
然
の
恵
み
の

　収
穫
祭北

山

　佐
藤

　裕
子

秋
雨
の

　隙
間
に
少
し

　日
が
射
し
て

　紅
葉
の
山

　包
み
て
虹
が大

塩

　鈴
木

　み
ち
子

節
は
ず
れ

　初
冬
の
風
に

　紋
白
蝶

　漂
い
な
が
ら

　行
く
あ
て
知
ら
ず

大
塩

　五
十
嵐

　良
子

待
ち
か
ね
た

　ひ
孫
の
誕
生

　喜
び
に

　吾
年
思
い

　笑
い
浮
べ
る大

塩

　鈴
木

　タ
ケ
子

上
が
り
来
る

　霧
を
眼
下
に

　ひ
と
時
を

　天
空
の
城
の

　住
人
と
成
り

大
塩

　高
橋

　み
す
江

年
重
ね

　終
活
ノ
ー
ト

　目
の
前
に

　あ
ち
こ
ち
不
安

　で
も
も
う
ひ
と
あ
が
き

大
塩

　赤
城

　セ
イ
子

狭
庭
の

　雪
つ
り
覚
え

　励
む
夫

　思
い
出
お
ぼ
ろ

　修
行
時
代

大
塩

　高
橋

　郁
子

八
十
路
坂
と

　登
り
坂
と
が

　交
差
し
て

　回
覧
渡
す
も

　運
動
と
思
う

下
川
前

　赤
城

　弘
美

水
澄
み
て

　花
々
揺
れ
る

　季
節
に
て

　乙
女
の
ご
と
く

　物
を
想
え
り

秋
日
和

　窓
全
開
に

　床
を
拭
く 

 

中
川

　幸
恵

飯
豊
嶺
や

　稲
穂
の
色
の

　暮
れ
残
る 

 

鈴
木

　隆
一
郎

秋
草
の

　名
は
知
ら
ぬ
ど
も

　美
し
き 

 

佐
藤

　信
子

帰
り
来
る

　父
の
背
中
の

　通
草
の
実 

 

武
藤

　敏
子

１２月  ８日（日） （医）爽陽会 鳴瀬病院 ……☎24-3333
１２月１５日（日） （医）手代木医院 …………☎22-0034
１２月２２日（日） （医）福田耳鼻咽喉科醫院 …☎24-4187
  １月  ５日（日） （医）藤井医院 ……………☎23-0023
  １月１２日（日） （医）内科消化器科みつはし医院 …☎21-1311
  １月１３日（月） （医）山田産婦人科医院 …☎22-3032

１２月２２日（日） 有隣病院 …………………………………☎24-5021
１２月２９日（日） 佐原病院 …………………………………☎22-5321
１２月３１日（火） 会津医療センター …………………☎0242-75-2100
  １月  １日（水） 有隣病院 …………………………………☎24-5021
  １月  ２日（木） 佐原病院 …………………………………☎22-5321
  １月  ３日（金） 有隣病院 …………………………………☎24-5021
  １月  ５日（日） 佐原病院 …………………………………☎22-5321
  １月１２日（日） 会津医療センター …………………☎0242-75-2100
  １月１３日（月） 有隣病院 …………………………………☎24-5021

村
県
民
税
 
（
４
期
分
）

国
民
健
康
保
険
税

 

（
5
期
分
）

介
護
保
険
料
 （
5
期
分
）

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

 

（
5
月
分
）

住
宅
使
用
料
 （
12
月
分
）

上
下
水
道
料
 （
11
月
分
）

下
水
道
受
益
者
分
担
金

 

（
3
期
分
）

　
相
続
登
記
に
関
す
る
素
朴
な

疑
問
に
答
え
ま
す
。（
全
５
回
）

Q
　
相
続
登
記
を
し
な
い
で

放
っ
て
お
く
と
、ど
の
よ
う
な
デ

メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
か
？

A
　
相
続
人
の
中
に
所
在
不
明

の
方
な
ど
が
い
る
場
合
、す
ぐ
に

登
記
を
含
め
た
相
続
の
手
続
を

す
る
こ
と
が
で
き
ず
、相
続
分
を

確
定
す
る
こ
と
が
困
難
と
な
り

ま
す
。さ
ら
に
、相
続
が
２
回
以

上
重
な
る
と
、誰
が
相
続
人
と

な
る
の
か
、そ
の
調
査
だ
け
で
相

当
の
時
間
が
掛
か
り
、相
続
登

記
の
手
続
費
用
や
手
数
料
も
高

額
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。相
続

の
手
続
に
時
間
が
掛
か
る
と
、

相
続
し
た
不
動
産
を
売
り
た
い

と
思
っ
た
と
き
に
、す
ぐ
に
売
る

こ
と
が
で
き
な
く
な
る
な
ど
、思

わ
ぬ
不
利
益
を
受
け
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、相
続
登
記
が
放
置
さ

れ
て
い
る
た
め
、所
有
者
の
把
握

が
困
難
と
な
り
、ま
ち
づ
く
り
の

た
め
の
公
共
事
業
が
進
ま
な
い

な
ど
の
い
わ
ゆ
る
所
有
者
不
明

土
地
問
題
が
顕
在
化
し
て
お

り
、ま
た
、相
続
登
記
の
未
了

は
、適
切
な
管
理
が
さ
れ
て
い
な

い
空
き
家
が
増
加
し
て
い
る
大

き
な
要
因
の
一つ
で
あ
る
と
の
指

摘
も
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
相
続
登
記
の
問
い
合
わ
せ

　
福
島
県
司
法
書
士
会

　
☎
0
2
4（
5
3
4
）7
5
0
2

　
福
島
地
方
法
務
局

　
☎
0
2
4（
5
3
4
）2
0
4
5

村長室へようこそ！

●問い合わせ  企画室　☎23─3112

　村長とお話しませんか。下記の
日程で村長室を開放しますので、
お気軽にお越しください。

12月16日（月）９：00～12：00

お誕生おめでとう！

ご結婚おめでとう！
伊　藤　美　羽（女 ・ 智彦）松陽台

み　　う
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～塩っぱい温泉は地球の宝物～
北塩原村と日本列島の誕生

裏磐梯ビジターセンター通信裏磐梯ビジターセンター通信

裏磐梯ビジターセンター　　☎32-2850

毒を持つ生きもの　エゾユズリハ
　エゾユズリハは、北海道、本州の中北部の日本海側に分布している、常緑低
木です。ユズリハの変種で多雪地の林床に自生します。和名のユズリハ（譲葉
）は、若葉が伸びてから古い葉が落ちるので、親が成長した子に後を譲るのに
例えてその名が付いたと言われています。また、正月の飾りに用いられるなど、日本人にとってなじみ深い植
物です。
　そんなエゾユズリハは有毒成分を含んでいることが知られており、過去には北海道などで遊牧牛が食べて中
毒を起こした事例があります。しかし、ユズリハは古くから樹皮または葉の煎汁を駆虫剤として用いてきた歴
史もあります。
　毒を持っていても使い方次第で薬にもなる植物エゾユズリハ。そんなエゾユズリハを「毒草」とするか「薬
草」とするかは、人それぞれなのかもしれません。

▲エゾユズリハ

しょ

　はるか昔、今の日本列島がある場所は『海』でした。
　それが約2000万年前にユーラシア大陸の一部が引
き裂かれるように離れていきました。大陸から引き離さ
れた陸地との距離がゆっくりと拡大し、日本海の原型が
誕生しました。
　1500万年前ごろには日本海の拡大も終わり、海底
火山の噴火や様々な火山活動によって現在の日本列
島が型取られました。
　つまり、この頃「山塩」のルーツにあたる海底火山の
噴火によるグリーンタフ（緑色凝灰岩）が生み出された
のだと考えられます。

　なぜ大陸が裂けて日本海ができたのか？その謎につ
いては今なお議論が続いています。
　1500万年前の地層が生み出す「山塩」は、まさに地
球の宝だと思いませんか？大切にしていかなければなり
ませんね！
［メモ］
　変質化作用《マグマの熱や地底の圧力》を受け、海底
に堆積した火山灰等に
より形成された大量の火
山岩類が緑色となったも
のを緑色凝灰岩《グリー
ンタフ》と呼びます。


